






今年の１月にブラジルを訪問する機会を得た。ブラジルと言えばサトウキビからのアルコール燃料製造大国
である。スタンドでは当たり前のようにアルコールが売られているが、視察先で見たのはこれとは違ったバイ
オマス利用システムであった。サンパウロとリオデジャネイロの間に位置するベロホリゾンテから車で約３時
間、熱帯雨林を切り拓いた牧場地帯を過ぎると、整然と植林されたユウカリの林が見えてきた。大勢の女性が
温室で苗を育て、それを植林する。７年たつと伐採しメタンの発生を抑えた省エネルギー型の炭化炉で炭を作る。
その炭が製鉄所に運ばれ鉄が生産されるというものである。７年ごとに植林するという持続可能なプロセスで
ある。このプロセスがブラジル国内で広く普及すれば、バイオエタノールとほぼ同程度の二酸化炭素削減ポテ
ンシャルがあるという。中国やヨーロッパでは製鉄のために多くの木を伐採し、多くの禿山ができたことはよ
く知られている。ブラジルで見たのは、環境破壊の元凶であった鉄の生産プロセスが「持続的な植林」によっ
て新しく甦ったプロセスであった。何かが付け加わるとプロセスやシステムの持つ意味が大きく変わる。もち
ろんどれだけ温暖化対策に貢献するシステムになるかは、鉄鉱石の産地や鉄の需要地からの距離、大規模な植
林の実現可能性によっても大きな影響を受けるので、このプロセスが他の国・地域で実現可能かというとなか
なか難しいように思う。しかしそれでよいのではないだろうか。再生可能エネルギーや新エネルギーの利用は、
それぞれの国・地域に合った使い方をするのが基本だと思うからである。
ブラジル訪問の目的は IPCC（気候変動に関する政府間パネル）の「再生可能エネルギーに関する特別報告書」
執筆者会合への出席であったが、この報告書では、電力系統等への再生可能エネルギーのインテグレーション
（統合）の重要性に鑑み、これにもっともページ数を割くことになった。電力系統へのインテグレーションで問
題となるのは太陽光発電や風力発電の出力変動である。ローカルにはすでに電力品質に影響が出つつある。最
近米国を中心に提案されている「スマートグリッド」はデジタル情報分野の技術を活用して、さまざまな集中
型・分散型エネルギー源を効率的に管理、供給するシステムである。情報技術によって電力系統の質を変えよ
うというものであるが、パワーエレクトロニクス機器や電力貯蔵装置もスマートグリッドの重要な構成要素で
ある。住宅の中でも情報技術と様々なエネルギー機器の組合せによって、効率的にエネルギーが供給されるこ
とになるであろう。もっとも、住む人の求めているのは快適な冷暖房等の様々なサービスであって、エネルギー
システムはサービスを提供するために組み込まれていると考えた方がよい。その意味では自動車もエンジンを
備えているが、乗り心地や安全性等、様々な機能を兼備した一つのシステムである。このように考えて、太陽
電池や燃料電池、ガスタービン等のエネルギー機器だけでなく、エネルギーシステムを組み込んだ何らかの機器、
システム、プロセスをすべてエネルギー商品と呼んでもいいのではないだろうか。
求められるエネルギーシステムが国や地域によって大きく異なるであろうことは容易に想像できる。利用さ
れる場所の気候、貧富の度合い、政策等に大きく影響されるからである。アジア等の国々のエネルギー需要の
急増を考えれば、海外市場を念頭に置いて様々なエネルギーシステムを検討することが必要と思う。このよう
な検討の中から自動車のような世界に通用する商品、しかもそれぞれの国・地域に合わせて設計できるような
フレキシブルな商品をわが国から産み出したいものである。そのような商品の中に燃料電池が組み込まれ大き
な役割を果たすことを期待したい。燃料電池システムは貯蔵機能を持ち（燃料はエネルギーの究極の貯蔵形態）、
負荷追随運転の可能なクリーンで柔軟なエネルギー変換（供給）システムなのだから。

Masayuki Kamimoto
Director, AIST Kansai, National Institute of

 Advanced Industrial Science and Technology（AIST）
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　触媒の開発には、①低コスト、②高性能、③耐久性のトリレンマが存在

します。

　この三点の調和を取りながら、触媒の開発を進める必要があります。
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